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■ 実証実験における三井不動産の関わり 
 

柏の葉エリアは、「柏の葉国際キャンパスタウン構想」を掲げ、三井不動産のほか、千葉県・柏市・

東京大学・千葉大学・つくばエクスプレスらによる公民学連携のまちづくりが進められており、その中

で先端技術を暮らしの中に積極的に取り入れて、未来生活を体感できる「イノベーション・フィールド

都市」の推進が目標化されています。 
日本独自の最新技術としてグローバルに情報発信できるユビキタス新技術を一般市民へ話題提供す

るとともに、新技術進展を図ることに寄与したいという考えのもと、「ユビキタス・プラットフォーム

技術の研究開発」事業の実証実験において、地域住民との多くの接点を持つ商業施設「三井ショッピン

グパークららぽーと柏の葉」を実証実験の舞台として三井不動産グループを挙げて協力いたします。 
 
※１：ＵＨＦ帯電子タグ 
ＩＣチップとアンテナ等からなる電子タグにより、人やモノを識別・管理する仕組み。電波を利用するため、非接触

で読み書き等が可能。現在広く普及している鉄道系等の非接触型電子マネーシステムに比べて、ＵＨＦ帯の電子タグ

システムは比較的長距離の通信ができ、複数個の電子タグを同時に読み取ることが可能。 
 

※２：アクティブタグ 
電源を内蔵し、自ら電波を発して、内蔵されたデータ（主にＩＤなど）を送信する電子タグ。通信距離は数ｍ～数１

０ｍ程度。 
 

※３：ｕｃｏｄｅ 
あらゆる「モノ」や「場所」に世界で一意の番号を付与するための識別子。あらゆるモノにｕｃｏｄｅが付与される

と、同種の商品であっても、いつ作られたのか、どのような配送ルートを通ったのかなど、モノ固有の情報を管理で

きるようになり、あらゆる場所にｕｃｏｄｅが付与されると、その場所に応じた情報提供が可能。また、ｕｃｏｄｅ

は、誰がどこで読み取っても必ず特定のモノや場所を識別できるような、世界で一意の番号になっているため、複数

の企業や国をまたがって共通に利用することも可能。 
 

※４：パッシブタグ 
電源を内蔵せず、リーダライタから電波・電磁波を受けて起電し、内蔵されたデータ（主にＩＤなど）を返信する電

子タグ。通信距離は数ｃｍ～１０ｍ程度。 
 

 


